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水稲の稲熱病に封ナる 4罷病性とその

主要化拳成分との関係(第2報)*

大谷吉雄

(北海道大拳農里幹部植物象数室〉

Studies on the relation between the principal components of 

rice plant and its susceptibility to the blast disease (2). 

(With English Resume) 

By Yoshio， Otani 

緒 冨

7K稲の稲熱病に封ずる抗H病性或は抵抗性の原
因に闘しでは，従来之を水稲の外部形態的性質に

求めた数多の研究業績がある。然し斯かる機械的

fi'性質のみによって1阪病性或は抵抗性の全て乞僻

轄する:ltfは困難と思われるので，著者はその原悶

の一部を水稲の化

つつ革るうる。前報には温床苗代に於て育成せる稲は

71<苗代に於て育成せる荷より著しい稲熱病の侵害

左蒙る事を明らかにし，更に温床苗は7K-;古代苗よ
り可i容性主主素合室の大なる事を報告した。以下に

その後の研究で得たる結果を報告する。

費験材料及び費験法

品種誌ぴに栽培法: 水稲品種は柴光で北海

道農業試験場上川支場よ D分譲を受けたものを使

用し7心温床に於ける市の育成法は前報に記述せ

る通りである。 71<Wi代は5再分の 1反ワグネルポ

ットを使用して作り，温床苗代附近の野外に於て

栽培した。播種後1ヵ月を経て熟成せる7K苗代市
は硫安1.5g，過燐酸石炭2.8g，硫酸加里0.7gを

器本研究は文部省科皐研究費の補助を受けて行われた研究

の一部である。旬本報交は昭和25年4月札幌博物象曾報

に投稿したものであるが，諸般の事情で昭和27年 11月

に至るも同曾報の議行を見ないので，北大農準部邦文紀

全部基肥として興えた5高分の 1反ワグネルポッ

トに各ポット 4個体ゃっ 1本被えとして移植し以

後の栽培を韻けた。 71<耕培養は充分洗樵した石英

砂に播種し，護芽後2週間第 3葉展開の頃所定の

71<耕液に移し硝子室に於て行った。使用せる培養

液は北大農製部土壌肥料準教宝石坂喜明教授の考

案せるもので，その組成は NH4N03114.3 mg/2， 

KH2P04 53.6 mg/2， CaCI.・6H2ρ 117.2mg/2， 

MgS04・7H20 183.4 mg/2， KCl 2.3 mg/2， FeCIs， 

MnS04'珪酸::/Jレ各微量である。

稲熱病菌接種: 前報記述の通りである。病

斑の調査は葉部に形成されたもののみに就いて行

った。

稲体化製分析法: 苗は地上部全部を分析に

供したが，前着{中長期以後の稲は葉部のみを分析

に供した。分析材料は採取後制切し約10gを正

確に秤量後北大低温科製研究所の低温室(-15
0

C) 

内に保存し随時分析に供した。分析に際しては先

十試料を乳鉢内で充分B耳障して後，蒸湘71<を加え

更に 3%酷酸を加えて約30分間煮沸し，号えいで吸

引11革過し，施紙上のE革法は描紙ごとキエルダール

フラスコに取り分解し窒素の測定を行い，之を蛋

要に投稿し夜したものであり，斯かる事情で護表がお〈

れ，同研究第3報(日本植物病理E整合報， 16容 3-4披)

が先に公表されて居る事を附記する。
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白態窒素とした。一方i断夜は克容フラスコを用い

て一定量とし，その一部をとり可i容性窒素，アン

モ=ア態主主素，硝酸態窒素， アミド態安京 a-ア

ミノ酸態窒素の測定を行った。 a-アミノ酸態窒素

の測定は Van'Slykeの瓦斯分析法により，附酸態

窒素の測定はアンモニア態安来測定の残液につき

Br. Robin等の報文に従い蛋白その他を除去して

後フエノール硫酸法に依った以外は前報記述の通

りである。更に櫨液の一部は Sideris等の報文に従

い，先十骨占酸鉛液を加えて可溶性蛋白の一部を沈

澱せしめ，遠心分離により沈澱をと b此の沈澱中

の窒素量をキエルグ{ル法により測定する。一方

その上澄液には更に酷醗水銀液を加え残飴の可溶

性蛋白を沈降せしめ蜘その沈i殴中の窒素量を測定

し，雨者の手nを可溶性蛋白態窒素と Lた。可i容性

蛋白を除去せる袷液は鈴一及び水銀を除去し，更に

すミドを分解蒸泊して除去して後，燐グングステ

ン酸を加え生やる沈i肢を遠心分離して取り，沈i殿

中の窒素琵;を:上記同様にして測定し，之を瞳基性

アミノ酸態窒素とした。

分析結果の数値は全て葉の生霊長 19中の窒

素の mgを示す。 官官随時官験を行い，その値を測

定値より減じたるものを賞験値とした。

費験結果

1. 温床市代育成市による賓験: 殻芽後約

20日の温床面・及び7K苗代苗に稲熱病菌分生胞子懸

濁液?と噴霧接種せる結果を第1去に示す。同去

に見る如く病斑童文，病班長共温床71i代育成苗は71¥

l古代市~比し大であり，前報に報告せる結果と同

様である。

而して前報に於ては温床苗は7K!'1占ー代了古によ七し

珪質化細胞数少なく，且つ叉表皮細胞の上部細胞

践の厚さも薄い事をl切らかにし同一濃度の分生

胞子懸濁液を接種せるにも拘らや，前者に病斑敢

の多いのは此所に基悶ずるものと考察した。更に

叉稲体の分析を行い蛋白態窒素含量は雨匝間に大

差なく，アンモユア態室素，ア迂'ド態安素合萱に

も大差ないが，それ以外の可溶性管素合量は温床

育成市が7K苗代苗より大なるを示し，病斑の大き

第1表z温床苗及び1](商代苗に封ずる接種試験結果

l 滋床苗 ¥*苗代苗
平 均 草 =:t 9.8cm 9.5cm 

キ 均 業 聾主 3.5 3.5 

平 均 業 長 6.8cm 6.5cm 

旬司 査 葉 数 305 310 

病 斑 線、 数 146 68 

1葉信病斑鍛 0.48 0.22 

業長100cm蛍病斑数 7.0 3.4 

病
最 大 l.5cm 0.8cm 

事住 最 0.2巴m O.lcm 

長
之子 均 0.8cm 0.4cm 

さに差を生やる原因の一部が此所にあるものと考

察した。此の賄を再確認し，更に雨苗聞に差を生

やる可i容性窒素の内容を確むるべく上記接種試験

にfjb試せる主主飴の稲荷を用い稲荷体内の各種形態

議案の分析を行い以下に述べる結果を得た。(第2

去参照)。可溶性窒素合量は温床前に於て7KWi代苗

に於けるより明らかに大であり，前報の結果と一

致する。その内でも可溶性蛋白態窒素 a-アミノ

酸態窒素，盤基性アミノ酸態窒素含量の雨匝聞の

差は顕著でるる。之等は前報では直接測定されや

全可溶性輩素よりアンモニア態窒素，硝酸態窒素

アミド態窒素を減じてその弛の可溶性窒素として

第2表z温床苗及び*商代苗の各種形態窪素含量

i温床苗|水帥苗
総司 窒 言長 10.3252 8.9681 

蛍 自 態窒素 6.5230 7.1829 

可溶性窒素 3.8022 1.7852 

可溶性蛋白態窒素 1.4238 0.4033 

可有 α・アミノ1毅態窒素 1.5305 0.8411 

i容機
躍基性アミノ自型車窒素 0.5654 0.1782 . 

アミド態空軍素 0.1788 0.2315 

性態
計 1.6541 

室
0.0810 

檎融態窒素 0.0135 0.0163， 

0.0973 
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示されたものでるり，従って此の結果は前報の結

果~確かめると同時に，その内容の詳細を示すも

のである。アンモ手ア態安素合景は前報同様雨匝

間に大主主主い。アミド態望素泣ぴに1i'tl被態窒素合
主は7k，Wi代首に於て，むしろ大であり，前報の結
果とは趣を異にする。蛋白態空索令量も又水古代

官{がやや大でるり，前報の結果と異なる。而して

接者lt試験。結果は上述の通りi1ij報の場合同松温床

高に於て水市代市に於けるより大なる病斑を生歩、

るのであり，従って此の事置に稲体内に合有され

る墾素化合物合f置が闘係ありとすれば，それは可
i容性蛋白 a-アミノ酸，臨基性アミノ酸塁手の有機

態の窒素化合物であるものと考察される。

2. 生育期を異する稲による貫験: 水稲は

その生育の或る時期に他の生育期に於けるより柏

熱病菌の著しい侵害を蒙り易いと思われる事貨は

Irlil拐に於て屡々視察されるととろであり，又既に

2， 3 の報背もある。此の賠~確める目的でポット

栽培の柏(上記水古代市を 5高分の1反ワグネJレ

ポットに移杭栽持せるもの)及び、水耕培養せる稲

を供試して幼首期(移杭芭前)，前着f中長期(移粧後

2週間の頃)，幼椋形成期(分葉最盛の頃で穂の始

原体が約 5mmの大きさとなりたる時期)，椋字期

(穂の長さ約lOcmで外部より穂字を認め得る時期)

開花期(開花最盛の時期)，筑熟期(開花期後約2週

間の頃)の各時期に一部は恒温接種箱内にて稲熱

病菌分生胞子を噴霧接麗し，他の一部は接種に 5

-6日必くれて採取し分析に供した。接種試験の

結果は第3-1去(ポット栽暗fiBJ，主主び、に第 3-II

去 (7)(耕埼養稲)に示す。

第3-1表= 生育期を異にする水稲に=封する接種試験結果(ポット栽I書箱)

l幼苗期 II<'r者伸長期l幼穂形成期 j穂苧期 j開花期!乳熟期
平 均 草 丈 9.9cm 23.6cm 

yメJ、 弘吉 数 3 

平 均 葉 長 8.3 cin 17.5 cin 

調査 葉 鍛 315 273 
一一一一一一

病 斑 総 要主 20 8 

l 薬常病斑書士 0.06 0.03 

事瓦100cm蛍病斑数 0.7 0.2 

病 最 大 O.5cm 0.8cm 

斑 最 0.1 cm O.J cm 

長 司三 均 0.3cm 0.5巴m

40.0巴m

9 

24.7巴m

232 

43 

0.19 

0.8 

2.0cm 

O.3cm 

1.4巴ロ1

75.0 m I 94.7 cm I JOJ.7巴m

J2 J2 12 

27.9 町1 27.5 cm 27.4巴m

27仁 315 103 

27 25 7 

O.J( 0.08 0.07 

0.4 0.3 0.2 

1.5 

0.3 

cm I 0.8cm I 0.8cm 

-一一
m I 0.1 cm I 0.1 cm 

1.1 
一一一m 1 O.4cm I O.5cm 

第3-11表z生育期を異にする水稲に劃する接種試j験結果(*耕稲)

|活者伸長期 i幼穏形成期|穂季期|開花期 l乳熟期
:zp. 均 ~当[ 百t 25.0cm 引.8cm 60.3cm 73.5巴町】 75.0cm 

分 普d令宅、三 費主 3 8 8 8 8 

平 均 葉 主主 9.4cm 15.7cm 18.5巴m 18.8cm 18.8cm 

開 査 葉 数 37 80 89 116 12ラ

病 華匙 綬. 重主 32 88 44 52 10 

l葉常病問 14:86
1.10 0.49 0.45 0.08 

葉長100cm常病斑殿 2 7.0 2.7 2.2 0'5 

病 最 大 O.5cm 1.5巴m 1.0巴m 0.7cm 

正粧 最' 0.1 cm 0.1 cm 0.2cm 0.2cm 0.2cm 

長 平 均 0.44cm 0.55cm 0.35cm 0.33cm 
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ポット栽培の水稲では幼棒、形成期一及び椋字期

に病斑敷最も多く，幼苗期，出穂開花Wl，乳熟期
之につぎ，活着仲長期の:荷台には病斑車〔が最も少な

い。叉幼椋形成期誼ぴに椋字削の病斑は他の生育

期の病斑にくらべ遥かに大形で、ある。

71<.耕稲で、は幼椋形成期及び、活着付1-長期に病斑

教最大で宰L熟期が最少となっている。前着f中長期

にはポット栽培稲の場合には病班童文最少であり，

雨賞験の結果は一致しないが， 71<.耕の場合には荷

は石英砂で蒸i官7kのみをこ興えて育成されたもので
ある故に，表皮細胞等の外部組織はポット栽培の

稲と異なるものと珠想され，従って移杭後間もな

い活着予f1長期]には，その影響が尚建って斯かる差

異を生やるものと忠われるが，此の賠に閲しては

拘・米の研究でlVJらかにしたい。病斑の大きさはポ

ット栽培稲の場合と同様，幼椋形成問主主ぴに穂字

期に最も大形となってドる。以上の接駈試験の結

果より一般的民幼椋形成ntl註ぴに穂字期には水稲

は他の生育期に於けるより著しい稲熱病菌の伎害

を家り易いと考えて大過ないものと思う。

Eヂくに各生育時期の水稲体内に含有される各種

空素化合物分析の結果に就いて述べる(第 4-1表，

第4-II表参照)。

先宗総空議合軍:に就いて見るに，ポット栽培

第4-1表 Z 生育各期の稲葉の各種形態窒素含量(ポット栽培稲)

l幼苗期(活者伸長期|幼穏形成期|穏字期 l関誌扇]乳熟期
調主 窒

蛋白態窒素

可溶性窒素

素

素

素

素

一

室

笠

躍

窒

一

態

態

!

一

~
1
3

品

安

田

路

島

-

d
t
面

白

ノ

台

足

一

蛋

ノ

ペ

ド

一

性
、
、
、
配
一

溶

ア

基

、

一

可

-
r
薗
ア
一

有

機

態
可

溶

性

計

素
素
一

瞬
繁
一

寸
態
一
計

モ
出
は
一

ン
{
|
一

ア
柑
一

無

機

態

窒

素

素 8.9681 9.4795 10.0010 9.7064 8.2773 8.5284 

7.1829 7.7822 5.9056 6.9974 6.7467 6.4926 

1.7852 1.6973 4.0954 

0.9598 

0.9761 

1.5989 

0.2586 

2.9597 

0.5901 

0.5770 

1.5080 

0.2032 

1.2799 2.0358 

0.8079 

0.5710 

0.2387 

0.1724 

に
ノ
に
ノ

A
T
q
L

Q

J

T

A

A

A

q

J

 

0

0

0

0

A
守

ヴ

2

3

2

7

1

 

-

-

-

-

n
u
n
u
n
u
n
U
 

3

2

1

5

 

q
J

・
只
U
1
a
1
a
'

n
U

マt
A
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円

凶

n
u
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1.6541 1.5886 

m品
目

∞

mw

回

目
N

M

判

別

町

n
u
n
u
n
u
n
u
 

3.7934 2.8783 1.2087 1.7891 

0，0143 

，・

第4-11表z 生育各期の稲葉の各種形態窒素含量{水耕稲)

i活着伸長期|幼穂形成期| 穏ミ存期 開花瓦7乳熟期
総 雪 素 13.0668 12.0646 11.3122 9.8707 12.2646 

蛋 自 態 窒 素 11.8287 10.3725 9.3179 8.2908 10.6955 

可 i容 '性 き震 素 1.2381 1.6921 1.9943 1.5799 1.5691 

日

出

男

知
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割

引

凶

似

一

知

一

n
u
n
u
n
u
n
u

一
'A
一

q

J

O

O

A

U

q

4

一q
J

一

l

匁

却

ω
一
鬼
一

n
u
n
u
n
u
n
u

一T
A

一

郎

防

引

ロ

一

仰

一

n
u
n
u
n
u
n
v

一f
i

一

t

A

n

U

A
ソ

0
0

一qJh
一

館

別

伺

お

一

刀

一

5

5

4

O

一

日

一

n
u
n
u
n
u
n
U

一T
A

一

6
4
3
1
4
r
6
一

m
m
m
同
一
回
一

n
u
n
u
n
u
n
u
一

T
』

一

葉

素

素

素

一

一

室
智
一
抱

1
一

一

強

態

附

け

一

一

白

融

ノ

陸

一

十

一

蛋
ノ
一
、
ド
一

i
一

唯

ミ

肱

ミ

一

一

混

ア

基

一

一

可

「

臨

ア

一

一

門
川
崎
川
岡
山

可

溶

性

窒

素

0.1045 0.1212 0.1260 0.0652 アンモーャ態窒素
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柏では，幼市期よ担劫掠形成期までは増加を，以

後は減少を示し， 7K耕稲で、は活着伸長期に肢に可

成り高い窒素含量を示し，以後三欠第に減少の{頃向

を示してMる。之を蛋白態窒素と五ui容性窒素とに
分けると，蛋白態窒素含量は何れの場合も生育期

の進むに従い減少するものの如く，特にポット栽

培稲で、は幼穂形成期の減少が目立っている。一方

可溶性窒素含量はポット栽培稲， 7K耕稲共幼穂形

成期及び穂字期に著しい増加を:示す。幼賠形成期

より穂字期にかけて根の窒素吸収力旺盛なるほ石

塚氏の研究により朗らかなととろであるが，本賞

験によれば同時期には可溶性窒素増1J11して蛋白態

'窒素は減少して居り，又著者の未殻去の賓験結果

によれば，幼f.~l形成期以後出穂期にかけ穂中の可

溶性窒素合量は増加している。之等の事買を併せ

考えるに，同時期に於ける葉中の可溶性窒素合主

の増)mの原因は根より多量に吸牧された墾素は穂

への移動に備え蛋白にまでは合成反l患が準ます、可

借住宅素化合物として葉中に蓄秘される事にある

ものと足、われる。ヨたに可溶性窒素を更に細分した

結果を見るに a-アミノ酸態宰素，盤基性アミノ酸

態窒素，可溶性蛋白態空素の各含量は幼程i形成期，

穂字期に於て他の生育時期に於けるより大なる値

を示している。アミド態窒素合室の生育時期の進

展に伴走Eう瑳化には一定の傾向を見出し難い。ア

時期である。叉幼穂形成期，椋争期に就いてポッ

ト栽培稲と7K耕稲とを比較するにポタト栽培稲が

水耕稲より大形の病斑を生じて居り，叉ポット栽

培稲は水耕稲に較べ有機態可溶性窒素含量が大と

なっている。従って稲熱病に封ずる 1tl~病性と可溶

性蛋白.a-アミノ酸，臨基性アミノ酸等の有機態

可溶性窒素化合物含量との聞に，何等かの闘連の

ある事が強想されるo

線括

温床古代育成苗は水苗代育成苗より稲熱病の

著しい侵害を蒙り易く，接種試験の結果は前者に

於て病斑教も病斑長も大となる。一方稲体の化製

分析の結果によれば，温床苗代育成T占は7Ks'i代苗
より多量の可溶性蛋白，ルアミノ酸，盟基性アミ

ノ!殺を含有する。

水稲はその生育時期の異怒るにより稲熱病に

封ずる艇病性を異にし，本貫験接種試験の結果は

幼椋形成期及び穂字期に於てその童文，大きさ共最

大となるを示す。而して稲葉内の各種窒素化合物

はその生育時期の進展に伴ない根の窒素吸収力の

鑓化及び稲体内の墾素の移動に基因して費動する

が，幼椋形成期及び、穂字期には，他の生育時期に

於けるよ b多量;の可溶性蛋白，小アミノ酸，盟基

性アミノ酸等・の有機態可i容性主主素化合物を含有す

ンモェア態窒素含量はポット栽培稲では，幼穂、形 ーる。

成期に著し〈大なる値を示し，次いで、穂、字期，出穂 掠，同一濃度の稲熱病菌分生胞子懸濁液を接

期には逆に著しく小なる値をと示している。 7K耕稲

ではアンモニア態安素合量は前着仲長期より劫穂

形成期に進むや著しく増加lし，以後開花期まで幾

分増加1の傾向にある。尚孝L熟期の窒素合室:はその

形態の如何を問わや，一般的に大なる値を示して

いるが，同時期には稲葉の合水量著しく減少して

居り従って生重量 19中に含有される窒素の mg

a:以て示した本賓験の結果は大なる値を示すもの

である。

以上の賓験に就いて接種試験と稲葉内窒素化

合物分析の結果とを綜合して考察するに，幼椋形

成期並びに穂字期は稲熱病菌の著しい侵害を蒙り

易い時期である一方同時期は稲葉内に多量の可溶

性蛋白 a-アミノ醗，盟基位アミノ酸をと含有する

種せるにも拘ら示、現われる病斑敢に差を生やるの

は，水稲の外部形態的性質の差に基づ、くものと考

えられ，此の割に闘しては前報に記述した。而し

て病斑の大きさに差を生歩、る原因は，斯かる外部

形態的性質にあるとは考え難く，寧ろ稲体内の成

分に閥係ある事が珠想される。斯かる親賄より本

報文に記述せる貫験の結果を見るに稲体内に於け

る可溶性蛋白 a-アミノ酸，盤基性アミノ隈等の

有機態可溶性窒素化合物の増加が大形の病斑形成

に閥係ある事を暗示するものである。
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Resume 

1noculation experiments indicate that the rice seedlings raised in the hot bed nursery are apt to be 

more severely attacked by the blast disease fungus， producing more numerous and larger diseased spots 

than those raised in the ordinary nursery. 

1t is found by chemical analyses that the seedlings raised in the hot bed nursery， contain much more 

soluble protein nitrogen，α-amino nitrogen and basic nitrogen as compared with those raised in the ordinary 

nursery. 

The susceptibility of rice plants to the blast disease varies at their different stages of development: 

they are apt to be seriously attacked by the fungus both at the ear formation stage and the boot stage. 

At the stages mentioned above the leaves of rice plant contain more soluble organic nitrogen than 

leaves at the other growing stages. 

As stated in a previous paper， the difference in the number of diseased spots produced on the leaves 

atomized with conidia suspensions of the fuugus nearly in the same concentration， may be due to the 

morphological differences. But the larger size of diseas巴dspots on the leaves may be attributed to the 

differences in their chemical composition. 

The present experiments seem to show that the amount of soluble organic nitrogenous components 

such as soluble protein and a-amino acid， ar巴 concernedwith the size of lesions caused by the fungus. 


